
2009.2.14 

竹島＝独島は固有領土か強奪領土か 

朴 炳渉 

明治政府資料は日韓研究者間で意見の相違はあまりない（例外を除いて）。 

１）「朝鮮国 交際始末内探書」 

 1869（明治 2）年、外務省は太政官（内閣相当）の裁可を得て、釜山の倭館へ外務省

高官を派遣して朝鮮の内情を探り、外交樹立を模索する。翌年、報告書「朝鮮国 交

際始末内探書」の中に「竹島松島 朝鮮付属に相成候始末」（別刷 p43）。 

 

２）官撰地誌『日本地誌提要』編纂、千年ぶりの大事業 

○1872（明治 5）年、太政官正院地誌課が官撰地誌の編纂に着手。 

内務省地理局地誌課『日本地誌提要』発刊（～1879）、竹島・松島を本州の属島外と

して記述（別刷 p34）。 

○1875 年、正院地誌課の中邨元起「竹島一件」調査し、『磯竹島覚書』を校正。 

「竹島一件」1693（元禄 6）年 

大谷・村川両家が竹島（欝陵島）で安龍福らを拉致し鳥取藩へ引渡す。 

（両家は幕府による一回限りの竹島渡海免許を元に毎年出漁） 

鳥取藩は幕府へ朝鮮人の竹島渡海禁止、アワビの献上継続を申入れ。 

幕府は対馬藩へ安龍福らの送還と渡海禁止交渉を指示。勘定頭の竹島確認。 

朝鮮は竹島越境犯の処罰を約束し、「弊境の蔚陵島」禁止の書簡（一島二名）。 

対馬藩は竹島領有を画策、「弊境の蔚陵島」削除を要求。交渉は暗礁。 

幕府は竹島調査、その時まで松島（竹島＝独島）を知らず、追加質問(p36)。 

鳥取藩などが竹島・松島の領有を否定。幕府は竹島渡海禁止を指示。 

 

３）全国の地籍編纂 

 竹島・松島の地籍が問題になり、島根県が内務省へ地籍編纂伺を提出。 

 （松島を「由来の概略」、「磯竹島略図」に記載、p37,39） 

 内務省は「竹島一件」関連書類、島根の全書類を添え、太政官へ地籍編纂伺を提出。 

 1877 年、太政官「日本海内 竹島外一島を版図外と定む」、p38。 

 

４）官撰地図の作成、p41 

1867 年、幕府「官板実測日本地図」。1870 年再版。 

1879 年、内務省「大日本府県管轄図」、竹島・松島は無。 

1880 年、内務省「大日本国全図」、同上。 

1881 年、内務省『大日本府県分轄図』、各府県図に竹島・松島は無。 

 極東図「大日本全国略図」に竹島・松島有。 
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他に文部相や陸軍などの官製地図は竹島・松島を日本領外。 

 

５）海軍水路部、海図・水路誌の作成 

 『日本水路誌』第 4 巻(1897)、海図に竹島・松島は無。 

 『朝鮮水路誌』(1894)に竹島＝独島をリアンコールト列岩。 

 「朝鮮東海岸図」(1875)、竹島＝独島をオリウツア・メネライ礁。 

 「朝鮮全岸」(1882,海図)、リアンコールド岩。 

 

６）リヤンコ島（竹島＝独島）は欝陵島の属島 

○水産業界は竹島＝独島を朝鮮領と認識。欝陵島あっての竹島＝独島。 

○外務省『通商彙纂』（1902.10.16）「欝陵島事情」 

 記事「漁業の状況」、「本島の正東約五十海里に三小島あり。之をリャンコ島と云ひ、本邦人

は松島と称す。同所に多少の鮑を産するを以て、本島より出漁するものあり。然れとも同島に

飲料水乏しきにより、永く出漁すること能はさるを以て四五日間を經は本島に歸港せり」 
○ 軍艦「新高」行動日誌（1904.9.25） 

「リアンコルド岩 韓人之を独島と書し、本邦漁夫等略してリヤンコ島と称す・・・

松島より渡航 海馬猟に従事するものは 6,70 石積の和船を使用し、嶼上に納屋を構え、

毎回約十日間滞在し、多量の収額ありと云ふ」 
○ 「官報」（1905.9.18）の記事「韓国鬱陵島現況」 

 「「トド」と称する海獣は、鬱陵島より東南約二十五里の位置にあるランコ島に棲息し、

昨年頃より鬱陵島民之を捕獲し始めたり。捕獲期間は、四月より九月に至る六ヶ月間に

して、漁船一組に付き猟手及び水夫等約十人にて、平均一日約五頭を捕獲すと云う。而

して、本事業に従事する者三十人あり漁船三組あり」 
○ 欝島島監・沈興澤、1906. 

島根県神西部長への返答、「滞留の貴邦人に就ては余に於て充分保護すべし」 

朝鮮政府への報告、「本郡所属 独島が外洋 100 余里にある」 

 

７．リヤンコ島の日本領編入、1905.2.22 

隠岐の中井養三郎、「リヤンコ島領土編入並に貸下願」を内務省へ提出。 

内務省は編入に反対したが、外務省は賛成。P47 

閣議は「無主地」に中井が「移住」したので、国際法上の占領と認め、領土編入。 

官報による告示なし。 

島根県告示 40 号、該島を「竹島」と称し、隠岐島司の管轄下とする。 

大韓帝国勅令 41 号「石島」（1900）。 

 独島を「Docksum」と呼ぶ。韓国「愛国老人会」の連合軍宛て嘆願書(1948.8.5)。 
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